
第１回 定例会のあらまし
平成22年第1回定例会が、2月22日から

3月19日までの26日間の日程で開かれま
した。

この定例会では、 平成22年度予算など
市長提出議案106件、議員提出議案21件(意
見書・決議15件)を審議しました。

千葉市下水道条例の一部改正など25件
については、賛成多数により、千葉市長の
政治倫理に関する条例の制定など99件に
ついては、 全会一致により原案どおり可
決・同意しました。

また、 平成22年度一般会計予算につい
ては、注組み替えを求める動議（共産党）、
注修正案(自民党、 公明党、 新政ちば)が提
出され、質疑、討論の後、組み替えを求め
る動議については賛成少数で否決し、修正
案が賛成多数により可決しました。

一方、千葉市外国人市民協議会設置条例
の制定については、賛成少数により否決し
ました。
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可決した主な議案
議員の報酬、政務調査費を減額

4月から平成23年4月までの間、議員報酬を
5%、政務調査費を10%減額しました。合わせ
て約4,450万円の削減見込みです。

議員の政治倫理条例を制定
市議会の信頼回復に向け、議員が権限や地位による影響力を不正に行使して、自己

や特定の者の利益を図ることがないよう措置し、市政に対する市民の信頼にこたえ、
公正で民主的な市政の発展に寄与することを目的に、議長、副議長を中心に議員一丸
となって、千葉市議会議員の政治倫理に関する条例を制定しました。

・不正の疑惑を持たれる行為をしないこと
・地位を利用して金品を授受しないこと
・市などが行う工事・請負などへの斡旋などを

しないこと
・市などの職員に不正な働きかけをしないこと
・道義的な批判を受けるおそれのある寄附を受

けないこと

条 例 の 要 旨
議員の守るべき５つの政治倫理基準

資産公開制度の拡充
・議員本人の普通預金などを公開対象に追加し

ます。

市民の調査請求権
・資産等報告書等の記載内容に疑義があるとき

や、議員が政治倫理基準に違反する疑いがある
とき、審査会が調査を行うよう請求できます。

・議員は刑法その他の刑罰法規の適用を
受ける事犯によって逮捕・起訴された
場合に、辞職しないときは、その理由
を市民に対して説明をする会を開催し
ます。

市民に対する説明会の開催

・議員が実質的に経営に携わっている法
人または配偶者、扶養親族が経営する
法人は請負契約等を辞退するよう努め
ます。また、これら法人に加え、議員
の２親等以内や同居の親族が経営する
法人と市等の間に請負契約等がなされ
たときは公表することとしました。

市などとの請負契約などに対して

新年度予算  総額7,205億9,800万円を可決 一般会計
特別会計
企業会計

3,503億
3,035億

667億

7,000万円
2,000万円

800万円

市の組織が変わりました
こどもの健全育成に関する事務を所管する

「こども未来局」を設置、花見川区と稲毛区に保
健福祉センターを設置、企画調整局を再編し総
合政策局に改め、建設局と下水道局を統合する
など組織の改正がありました。

下水道使用料が変わります
7月から下水道使用料を改定し、平均改定率

が1.9%増となり、平均的な世帯の使用料が1
か月あたり1,790円から1,815円になります。

平成22年度一般会計予算を修正可決
予算の概要

平成22年度予算は、財政再建という最重要課題に取り組むとともに、真に必要な事業に重
点的に予算を配分し、市民サービスの低下を極力抑えた結果、前年度と比較して4.6%増の総
額3,503億7,000万円となりました。なお、増額した主な理由は生活保護や中小企業金融対策
などによります。

新規・拡充した主な事業
●市税事務所を設置（10月）

●子ども医療費助成対象を拡大　　　　　　
（10月から中学校修了までの入院を対象）

●地域周産期母子医療体制の充実

●児童扶養手当の支給対象を拡大　　　
（8月から父子家庭も対象）

見直した主な事業
●青色防犯パトロールの休止
●難病疾患見舞金支給額の縮小（H23廃止）
●ひとり親家庭等高校就学扶助の廃止
●私立幼稚園の保育料補助金の削減

（対前年度削減額）
……………………………………………………………△5,700万円

………………………………………△2億3,568万円
……………………………………………△1億3,430万円

………………………………………………△1億2,472万円

平成22年度一般会計予算の修正内容
区　分 これまで 市長案 修正案

行政事務委託料 世帯当たり
400円

世帯当たり
300円

世帯当たり
400円

敬老会開催補助 70歳以上
1人当たり 830円

75歳以上
1人当たり 500円

75歳以上
1人当たり 650円

はり・きゅう・マッサージ
施設利用助成事業費

65歳以上
年間24枚

本人所得200万円未満
65歳以上年間6枚

本人所得200万円未満
65歳以上年間10枚

「科学の都」に関する経費をシティセールス推進経費から地域産業支援事業費へ変更
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この市議会だよりは100％再生紙を使用しています

ちば市議会だより
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傍聴のご案内
本会議、常任委員会、特別委員会は原則公開していますので、どなたでも

傍聴できます。
第1回定例会では592人の方々が傍聴に訪れました。
次の第2回定例会は6月8日㈫に開会する予定です。
受付は、原則として会議開催の30分前から議会棟1階の傍聴受付カウンター

で行います。定員は本会議92名（先着順）、委員会6 〜 10名（受付開始時点で
定員を超えている場合は抽選）です。

詳しくは、議事課（043－245－5468）まで。

市の組織改正に合わせて、常任委員会の名称、委員
定数などを改正しました。

常任委員会が変わりました

常任委員会

委員会審査・調査から 可決した意見書・決議

3月9日に開かれ、市長提出議案72件、議員提
出議案２件、請願６件、陳情１件を審査しました。

その結果、すべての市長提出議案は可決とな
り、議員提出議案は1件が否決、1件が継続審
査となりました。

議員提出議案として15件の意見書・決議
を審議し、可決しました。可決した意見書・
決議は、国会および関係行政機関に提出しま
した。ホームページに全文を掲載しています。

採択送付

請願・陳情の結果

●猫への迷惑な餌やりを禁止する市条例の
制定又は千葉市動物の愛護及び管理に関
する条例の改正を求める陳情

保健下水委員会

●こども医療費無料制度にかかる通院医療
費の助成拡充についての請願

●こども医療費無料制度にかかる窓口自己
負担金完全無料化についての請願

●妊婦歯科健診の拡充を求める請願

●国民健康保険料の引き上げ中止を求める
請願

保健下水委員会

●千葉市議会の傍聴制度についての請願　
（ 請願第５号）

●千葉市議会の傍聴制度についての陳情　
（ 陳情第２号）

議会運営委員会

●千葉市議会の傍聴制度についての請願　
（ 請願第６号）

議会運営委員会

不採択

問

答

市長の政治倫理条例について
条例の制定により、前市長のような事件が
発生しない抑止になるのか。また、市民の
調査請求権を有権者50人以上にした理由は。
市長が影響力を不正に行使して、自己や特
定の者の利益を図ることがないよう必要な
措置を定めており、抑止効果は十分あると
考える。また、請求権の乱用を抑えつつ、
請求者の負担も考慮したもので、先進市も
参考に 50人以上とした。

＜その他の審査内容＞
防災無線の改修理由、こども未来局の設置効果、
文化芸術振興予算の削減理由など

総務委員会（議案 23 件）

千葉港整備事業負担金の軽減について
国の直轄事業見直しの流れの中で、県事業
についての市の負担金割合は、見直しの対
象にはならないのか。
負担金の軽減については、千葉港を構成す
る 6市、および港湾を持つ県内市町村と歩調
を合わせて、その減額に向けて取り組みた
いと考えるが、県の財政状況を勘案すると、
今のところ非常に厳しいという状況である。

＜その他の審査内容＞
農業集落排水の接続率向上への取り組み、発生
土処分場変更の経緯、第２次学校適正配置の取
り組み状況など

経済教育委員会（議案13件、所管事務調査1件）

問

答

Ｊ２降格による影響について
ジェフ千葉がＪ２に降格したことで、蘇我球
技場の指定管理委託料などに影響があるのか。
観客数が減少することによる利用料金収入
の減に伴う調整額、約1,127万円を委託料
に加算する。また、命名権（ネーミングラ
イツ）では、1億円から 4,000万円減の 6,000
万円になった。

＜その他の審査内容＞
JR 幕張駅エレベーター設置工事が遅れた理由、
救急業務検討委員会の審議内容、総合交通政策
会議と総合交通ビジョンとの関係など

都市消防委員会 ( 議案 8 件 )

問

答

保健福祉センターの今後の課題について
全区に保健福祉センターが設置されたが、
運営する上での今後の課題は。
センターを設置した目的は、各区で保健と
福祉のサービスを一体的に提供していくこ
とである。今後、精神保健福祉や難病など
に関しても適切に対応していく必要があり、
市立病院やこころの健康センターなどと連
携を図り、機能の充実に努力していきたい。

＜その他の審査内容＞
下水道使用料の料金設定の考え方、保健セン
ター跡施設の活用予定、こども未来局の所管事
務および従来との相違点など

保健下水委員会 (議案26件、請願4件、陳情1件 )

問

答

外房有料道路の障害者割引の対象追加について
肝機能障害者は外見上判断できないが、通
行時に障害者割引を受けるために必要な条
件は何か。また、ETC利用者への対応はど
うなのか。
障害者手帳を掲示し、指定された車で通行
することで割引になる。また、ETC では車
載器および ETC カードに割引の機能を付け
ているので、事前に登録すれば自動的に半
額で請求されるシステムになっている。

＜その他の審査内容＞
道路直轄事業負担金の支払い根拠、廃棄物処理
施設設置等審議会の委員構成、今後の公害問題
への対策など

環境建設委員会 (議案8件 )

問

答

千葉市議会ホームページでは、会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載しています。 http://www.city.chiba.jp/shigikai/top.html

総　　務 (11人 )
保健下水 (11人 )
環境建設 (10人 )
経済教育 (11人 )
都市消防 (11人 ) ➡

総　　務 (11人 )
保健消防 (11人 )
環境経済 (10人 )
教育未来 (11人 )
都市建設 (11人 )

平成22年度一般会計および特別会計予算議
案を審査するため、3月3日に全議員で構成す
る予算審査特別委員会（2分科会）を設置し、分
科会では、約39時間（計3日間）にわたり慎重に
審査しました。

3月18日の予算審査特別委員会では、2分科
会の審査概要について報告が行われた後、自民
党、共産党から組み替え動議、公明党から修正
動議が提出され、採決の結果、各会派案および
市長案（一般会計）は否決されました。

委員長 近藤千鶴子　　副委員長 宇留間又衛門
予算審査特別委員会

●「ヒロシマ・ナガサキ議定書」の核不拡散条約
(NPT) 再検討会議での採択に向けた取り組みを
求める意見書

● UR 賃貸住宅の居住者の居住が安定するよう求
める意見書

●子供の読書活動を推進するための予算確保を求
める意見書

●政治資金規正法の制裁強化を求める意見書

●子ども手当財源の地方負担に反対する意見書

●改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書

●介護保険制度の抜本的な基盤整備を求める意見書

●千葉市への県支出金を他自治体と同じ補助率に
するよう求める意見書

●生産性の高い競争力に富んだ農家の育成を求め
る意見書

●幼児教育の無償化と保育サービスの充実を求め
る意見書

●新成長戦略に関する早期の工程表の作成及び今
後の政策を推進する上での財政展望の明示を求
める意見書

●生活保護にかかわる国庫負担の増額を求める意
見書

●教員免許更新制の存続を求める意見書

●国家公務員制度改革に準じた地方公務員制度の
改革を求める意見書

●小沢一郎民主党幹事長の政治資金疑惑徹底究明
を求める決議

市職員の給与・退職手当を削減
厳しい財政状況を踏まえ、一般職の職員など

の給与などを減額しました。
給料（H22.4.1 ～ H23.9.30）

局部長級　　△９％
課長級　　　△７％
課長補佐級　△５％

係長級以下　△３％
（若年層は△１％）

退職手当（公布の日～ H23.3.31）
課長補佐級以上　△３％
係長級以下　　　△２％

注　組み替え：提出された予算案を作り直して再提出することを市長に対して求めること（予算組み替え動議）
　　修正案：提出された予算案の個別項目に対して具体的に修正することを提案すること（予算修正動議）

花見川保健福祉センター

稲毛保健福祉センター
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一般質問
３月11日から３月18日まで

22人の議員が、市政に関する
一般質問を行いました。主な質
問項目は次のとおりです。内容
は市議会ホームページの議会中
継（録画放映）をご覧ください。

●ブックスタートについて

●キオスク端末の活用について

●学校統廃合に係る福祉施設の活
用について

●認知症の医療施策について

●国民健康保険について

●学校適正配置について

●夢を叶える偉人伝教育について

●就学援助制度について

●バス交通と交通アクセスについて

●行政改革（ 新行政改革推進プラ
ン）について

●介護事業について

●自治会・町内会の支援について

●教職員の多忙化について

●土気城跡の保存について

●市立病院について

●農業振興について

●子ども医療費助成について

●職員の研修について

●新宿小学校区再編と雇用・能力
開発機構ちばの千葉キャンパス
の活用について

●生物多様性の保全について

●区のあり方について

●数値目標に対する評価と責任に
ついて
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以
上
の
収

支
不
足
に
対
し
て
は
、
既
存
の
取
り
組

み
の
さ
ら
な
る
強
化
と
、
新
た
な
取
り

組
み
項
目
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
と
な

る
。

　

今
後
は
、
市
が
担
う
べ
き
役
割
の
明

確
化
・
重
点
化
を
図
り
、
事
業
コ
ス
ト

縮
減
を
進
め
、
市
が
守
る
べ
き
分
野
に

は
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
て
い
く
。

「
脱
・
財
政
危
機
」
宣
言
で
は
、

新
年
度
に
見
込
ま
れ
る
収
支
不

足
を
市
債
や
基
金
に
頼
っ
て
解
消
す
れ

ば
、
早
期
健
全
化
団
体
に
転
落
す
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
徹
底
的
な
行
財

政
改
革
で
収
支
均
衡
を
図
る
よ
う
努
め

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
新
年
度
予
算
で
市
債
管
理

基
金
か
ら
の
借
入
れ
を
計
上
し
て
い
る

こ
と
は
、「
脱
・
財
政
危
機
」
宣
言
と

矛
盾
し
て
い
な
い
か
。

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
歳
入
確
保
や
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
踏
み
込
ん
だ
歳
出
の
削
減
を
行

い
、
市
債
管
理
基
金
か
ら
の
借
り
入
れ

を
30
億
円
ま
で
圧
縮
す
る
な
ど
、
早
期

健
全
化
団
体
へ
の
転
落
を
阻
止
す
る
道

筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
宣
言
で
示
し
た
財
政

再
建
へ
の
不
退
転
の
決
意
を
新
年
度
予

算
で
具
体
化
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

市
の
融
資
制
度
の
メ
ニ
ュ
ー
に

つ
い
て
、
雇
用
維
持
・
拡
大
の

要
望
が
非
常
に
多
く
、
ま
た
、
産
学
連

携
や
商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
、
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
削
減
な
ど
に
つ
い
て
も
希
望

す
る
声
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た
な
融
資
メ

ニ
ュ
ー
の
創
設
に
つ
い
て
伺
う
。

商
店
街
空
き
店
舗
活
用
支
援
資

金
、
産
学
が
連
携
し
た
新
製
品

の
開
発
や
知
的
財
産
を
活
用
し
た
事
業

化
を
図
る
ト
ラ
イ
ア
ル
支
援
資
金
を
新

年
度
か
ら
創
設
す
る
。

　

ま
た
、
雇
用
の
拡
大
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減

な
ど
新
た
な
融
資
メ
ニ
ュ
ー
の
創
設
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
社
会
経
済
情
勢
を

十
分
に
勘
案
し
、
中
小
企
業
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

本
市
の
緑
や
海
岸
線
は
市
民
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
。
こ
れ
ら

水
際
空
間
や
自
然
を
活
用
し
た
地
域
の

活
性
化
や
市
民
、
来
訪
者
が
魅
力
を
感

じ
る
土
地
利
用
の
検
討
を
進
め
て
き
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
中
央
港
地
区
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
観
光
推
進
の
た
め
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
魅
力
向
上
は

重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
平
成
24
年
度
に

桟さ
ん
ば
し橋
１
基
と
緑
地
を
整
備
し
、
25
年
度

に
２
基
目
の
桟
橋
の
完
成
に
向
け
工
事

を
進
め
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
船
か
ら
の
工
場
夜

景
ツ
ア
ー
な
ど
に
よ
る
「
千
葉
み
な
と

ま
ち
づ
く
り
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
を
実

施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
各
種
運
航
実
験

に
よ
り
、
海
上
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ニ
ー
ズ
把
握
も
行
っ
て
い
る
。

本
市
は
、
平
成
19
年
に
お
い
て
、

合
計
特
殊
出
生
率
が
全
国
を
下

回
る
反
面
、
周
産
期
死
亡
率
は
全
国
を

上
回
っ
て
い
る
中
、
市
民
待
望
の
子
ど

も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
た
め
の
地

域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、
新

年
度
よ
り
海
浜
病
院
に
設
置
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
設
置
ま
で
の
流
れ
と
、
現

在
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

設
置
に
は
、
千
葉
県
周
産
期
・

保
健
協
議
会
の
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
事
前
協
議
や
認
定
申
請
の
準
備
を
進

め
、
５
月
の
開
設
を
目
指
し
て
い
く
。

　

現
在
は
、
切
迫
早
産
や
妊
娠
高
血
圧

症
候
群
な
ど
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
に
対
応

す
る
た
め
、
産
科
・
麻
酔
科
な
ど
の
診

療
体
制
の
強
化
や
、
診
療
各
科
で
の
連

携
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
年
度
か
ら
入
院
医
療
費
助
成

の
対
象
年
齢
を
中
学
校
修
了
ま

で
に
拡
大
す
る
こ
と
は
、
子
育
て
中
の

家
庭
に
と
っ
て
、
経
済
的
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
拡
充
予
定
の
具
体
的
な
内

容
お
よ
び
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

10
月
か
ら
入
院
医
療
費
の
助
成

対
象
を
中
学
校
修
了
ま
で
拡
大

し
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
所
得
制
限
を
設

け
ず
、自
己
負
担
は
２
０
０
円
と
す
る
。

助
成
方
法
は
、
現
物
給
付
に
よ
る
助
成

を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
市
民
や
医
療
機
関
な
ど
へ

の
周
知
を
行
い
、
９
月
中
に
は
、
対
象

と
な
る
世
帯
に
受
給
券
を
発
行
し
、
10

月
診
療
分
よ
り
実
施
す
る
。

公
明
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

水
辺
と
緑
の
素
材
の活用

に
つ
い
て

問

答地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
向
け
て

問答

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

拡
充
に
つ
い
て

問答

地
域
の
活
性
化
、
道
路
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
各
区
特
有
の

問
題
に
対
応
す
る
こ
と
や
ま
ち
づ
く
り

の
機
能
を
区
役
所
機
能
に
加
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

区
役
所
は
、
地
域
ニ
ー
ズ
や
課

題
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
新
年

度
か
ら
区
長
が
主
宰
す
る
区
民
対
話
会

を
開
催
し
、
区
民
ニ
ー
ズ
な
ど
の
把
握

に
努
め
る
ほ
か
、
区
の
特
性
を
反
映
し

た
区
民
ふ
れ
あ
い
事
業
を
拡
充
す
る
。

　

ま
た
、
土
木
、
環
境
、
公
園
な
ど
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
務
を
区
役
所
で

展
開
す
る
こ
と
や
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
一
層

発
揮
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
、
区
民
が
行

う
事
業
へ
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
保
育

園
一
体
型
の
施
設
が
各
地
で
建

設
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
単
に
待
機
児
童
の
解

消
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
が

元
気
に
、
ま
た
生
き
る
励
み
と
な
る
よ

う
な
施
設
づ
く
り
と
子
ど
も
た
ち
の
情

操
豊
か
な
人
間
形
成
を
考
え
て
ゆ
く
べ

き
で
あ
り
、
一
体
型
の
施
設
建
設
を
積

極
的
に
誘
致
も
し
く
は
取
り
入
れ
て
ゆ

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

各
保
育
所
が
実
施
し
て
い
る

「
保
育
所
地
域
活
動
」
を
通
じ

て
、
地
域
の
高
齢
者
と
の
世
代
間
交
流

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し
た
交

流
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
お
年
寄
り
と

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
確

保
し
て
い
く
。

　

ま
た
、幼
老
複
合
施
設
に
つ
い
て
は
、

他
都
市
の
実
施
状
況
な
ど
を
参
考
に
検

討
し
て
い
く
。

高
校
授
業
料
無
償
化
は
今
年
４

月
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
こ
れ
は
国
の
政
策
で
は
あ
り
、
本

市
で
も
市
立
高
校
を
無
償
化
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
現
段
階
で
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

国
は
、
家
庭
の
状
況
に
か
か
わ

ら
ず
、
公
立
高
校
の
授
業
料
を

無
償
化
し
、
私
立
高
校
な
ど
に
は
「
高

等
学
校
等
就
学
支
援
金
」を
創
設
し
て
、

家
庭
の
教
育
費
負
担
を
軽
減
す
る
法
律

案
を
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、今
後
も
引
き
続
き
、

国･

県
の
動
向
を
注
視
し
、
法
令
の
施

行
を
待
っ
て
、
す
み
や
か
に
授
業
料
無

償
化
に
必
要
な
条
例
改
正
を
行
う
。

民
主
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

区
役
所
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

問答

お
年
寄
り
と
子
ど
も
の

一
体
型
施
設
を

答

高
校
授
業
料
無
償
化
に
つ
い
て

問答

新
年
度
予
算
の
削
減
内
訳
を
見

る
と
、
高
齢
者
の
い
き
が
い
対

策
や
町
内
自
治
会
へ
の
行
政
事
務
委
託

料
の
削
減
な
ど
、
高
齢
者
や
高
齢
者
を

地
域
で
支
え
る
市
民
の
活
動
に
正
し
い

認
識
を
持
っ
て
い
な
い
内
容
で
あ
る
。

　

単
に
優
先
度
に
基
づ
く
見
直
し
と
い

う
説
明
で
、
市
民
の
納
得
が
得
ら
れ
る

か
は
疑
問
で
あ
る
。

　

市
民
生
活
に
影
響
が
大
き
い
と
考
え

る
見
直
し
は
何
か
。

特
に
大
き
い
見
直
し
は
、
難
病

疾
患
見
舞
金
支
給
事
業
の
廃
止

で
、
平
成
22
年
度
末
に
事
業
を
廃
止
す

る
こ
と
を
前
提
に
、
22
年
度
は
現
行
支

給
額
を
２
分
の
１
と
し
、
削
減
の
影
響

額
は
２
億
３
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

見
直
し
事
業
の
対
象
者
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
市
の
現
状
、
見

直
し
の
考
え
方
を
説
明
し
、
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

非
常
勤
、
臨
時
職
員
の
雇
用
安

定
と
処
遇
改
善
が
本
市
の
み
な

ら
ず
日
本
全
体
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
非
常
勤
、

臨
時
職
員
の
安
定
し
た
雇
用
と
処
遇
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
非
常
勤
職
員
な
ど
の

交
通
費
は
、
日
額
６
０
０
円
を

上
限
と
し
て
い
た
が
、
新
年
度
よ
り
常

勤
職
員
と
同
様
に
、
実
費
支
給
す
る
。

　

ま
た
、
１
月
か
ら
忌
引
休
暇
を
拡
大

す
る
な
ど
、
処
遇
の
改
善
に
努
め
て
お

り
、
引
き
続
き
、
適
正
な
雇
用
と
配
置

に
注
意
を
払
っ
て
い
く
。

平
成
21
年
の
完
全
失
業
率
は
、

平
均
５
・
１
％
、
完
全
失
業
者

も
３
３
６
万
人
と
、
い
ず
れ
も
伸
び
幅

は
過
去
最
大
で
あ
る
。
ま
た
、
有
効
求

人
倍
率
は
０
・
４
７
倍
と
２
人
に
１
人

も
就
職
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

雇
用
対
策
は
、
市
が
単
独
で
行
う
に

は
難
し
い
点
も
あ
る
が
、
今
後
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

稲
毛
区
役
所
に
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
い
う
就
労
支
援

の
拠
点
が
整
う
こ
と
に
よ
り
、
既
に
実

施
し
て
い
る
労
働
相
談
な
ど
の
専
門
的

な
相
談
部
門
、
福
祉
事
務
所
な
ど
の
市

が
行
う
自
立
支
援
部
門
、
国
の
職
業
紹

介
部
門
が
相
互
に
連
携
し
、
就
労
に
結

び
つ
け
る
対
策
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
雇
用
施
策
と
経
済
振
興
施
策

と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
談
か
ら
、
就
労
支
援
、
職
業
紹
介
、

雇
用
の
創
出
へ
の
一
連
の
体
制
作
り
を

図
っ
て
い
く
。

新
政
ち
ば

事
業
見
直
し
に
よ
る

市
民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て

問答

答

雇
用
対
策
に
つ
い
て

問 答 非
常
勤
職
員
な
ど
の
処
遇
改
善
を

代
表
質
疑
か
ら

問

問

自
由
民
主
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

収
支
不
足
の
解
消
策
に
つ
い
て

問答

新
年
度
予
算
と

「
脱
・
財
政
危
機
」
宣
言
に
つ
い
て

問答

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
を

問答

新
年
度
予
算
で
は
、
市
民
生
活

に
直
結
す
る
公
共
料
金
が
４
種

類
14
億
８
０
０
０
万
円
も
の
大
幅
な
値

上
げ
に
な
る
。
ま
た
、
難
病
見
舞
金
の

支
給
額
が
半
額
、
翌
年
度
に
廃
止
。
シ

ル
バ
ー
入
浴
券
は
支
給
枚
数
が
半
減
、

平
成
24
年
度
に
廃
止
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
縮
小
・
廃
止
が
多
数
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
弱
者
に
大
き
な
負
担
を
強

い
る
も
の
で
あ
り
、
公
共
料
金
の
値
上

げ
や
福
祉
の
切
り
捨
て
は
や
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

公
共
料
金
に
つ
い
て
は
、
所
得

の
低
い
世
帯
の
負
担
に
配
慮
し

な
が
ら
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
や
事

業
を
安
定
的
に
継
続
す
る
た
め
に
見
直

し
た
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
の
見
直
し
は
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
に
配
慮
し
な
が
ら
、

事
業
効
果
が
不
明
確
な
事
業
や
、
他
の

事
業
で
代
替
が
可
能
な
事
業
に
つ
い
て

見
直
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
は

あ
っ
た
が
、
医
療
、
介
護
、
子
育
て
、

教
育
、
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
真
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
分
野
に
限
ら
れ
た
予

算
を
優
先
的
に
配
分
し
た
。

　

し
か
し
、
関
係
す
る
市
民
に
は
お
わ

び
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
丁
寧
な

説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

市
長
は
こ
れ
ま
で
、
２
７
０
億

円
の
収
支
不
足
を
市
民
に
宣
伝

し
、
職
員
給
与
の
大
幅
カ
ッ
ト
や
公
共

料
金
の
値
上
げ
な
ど
で
対
応
を
図
っ

た
。

　

な
ぜ
、
千
葉
駅
西
口
再
開
発
・
蘇
我

臨
海
開
発
な
ど
大
型
公
共
事
業
に
も
メ

ス
を
入
れ
た
予
算
に
し
な
い
の
か
。

大
型
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
早

期
に
供
用
開
始
が
可
能
な
も
の

以
外
は
、
で
き
る
限
り
事
業
規
模
を
縮

小
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

　

こ
の
中
で
、
千
葉
駅
西
口
再
開
発
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
街
路
築
造
な

ど
を
進
め
る
こ
と
で
、
早
期
の
供
用
開

始
が
可
能
で
あ
り
、
経
済
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
か
ら
予
算
化
し
た
。

　

ま
た
、
蘇
我
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
に

つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
見
直
し
た
上

で
、
都
市
再
生
機
構
と
の
協
定
も
あ
る

こ
と
か
ら
予
算
化
し
た
。

国
に
対
し
て
抜
本
的
な
派
遣
法

改
正
を
求
め
る
こ
と
や
、
市
内

の
事
業
者
に
対
し
て
非
正
規
か
ら
正
規

雇
用
を
要
請
す
る
な
ど
、
市
内
の
雇
用

と
仕
事
確
保
の
た
め
に
、
市
長
が
先
頭

に
立
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

派
遣
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

２
月
17
日
に
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
国
の
審
議
会
に
対
し
て
諮
問
さ
れ
て

お
り
、
推
移
を
見
守
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

日
本
共
産
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

公
共
料
金
の
値
上
げ
中
止
を

問答

雇
用
と
仕
事
の
確
保
を

問 答

大
型
公
共
事
業
の
見
直
し
を

問

水
道
事
業
は
、
市
民
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切

な
事
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
３
次

拡
張
事
業
は
、
総
事
業
費
４
６
０
億

円
、
人
口
７
８
１
０
０
人
に
一
日
最
大

３
３
７
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
給
水
す

る
莫
大
な
計
画
で
あ
る
。
現
実
に
見

合
っ
た
水
需
要
予
測
を
基
に
計
画
を
見

直
し
、
過
大
な
投
資
を
す
る
べ
き
で
は

な
い
。

　

昨
年
、
市
で
は
、
水
需
要
予
測
が
な

さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
結
果
を

受
け
て
、
計
画
は
見
直
さ
れ
る
の
か
。

昨
年
６
月
に
人
口
動
態
等
基
礎

調
査
が
完
了
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
現
在
、
水
需
要
の
見
直
し
作
業
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
厚
生
労
働
省

と
の
協
議
を
経
て
、
市
の
水
需
要
予
測

を
決
定
し
、
こ
れ
を
基
に
第
３
次
拡
張

事
業
を
見
直
し
て
い
く
。

「
補
助
金
の
あ
り
方
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
見

直
し
を
行
い
、
第
三
者
評
価
を
取
り
入

れ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の

補
助
金
支
出
に
お
け
る
課
題
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
見
直
し
の
過
程
で
市
民
の
意

見
は
反
映
さ
れ
る
の
か
。

補
助
金
は
公
益
性
や
必
要
性
に

つ
い
て
、
市
民
の
理
解
を
十
分

得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

特
に
、
既
得
権
化
し
て
い
る
も
の
や

事
業
効
果
が
薄
れ
て
い
る
も
の
な
ど
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
者
的
な
視
点
を

踏
ま
え
、
定
期
的
に
見
直
し
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
外
部
委
員
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
対

象
と
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら

意
見
を
募
集
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
も

参
考
に
、
評
価
を
行
っ
て
い
く
。

自
治
体
が
発
注
す
る
公
共
工
事

や
業
務
委
託
な
ど
を
安
い
価
格

で
入
札
し
、
下
請
け
、
派
遣
労
働
者
の

賃
金
に
し
わ
寄
せ
が
き
て
い
る
こ
と

は
、
今
や
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
治
体
が
新
た
な
貧
困
を
生
み
出
さ

な
い
た
め
に
も
公
契
約
条
例
の
検
討
を

求
め
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

条
例
の
制
定
に
は
、
労
働
条
件

な
ど
に
関
し
法
律
が
あ
る
こ
と

や
官
民
で
の
発
注
業
務
に
お
け
る
賃
金

格
差
が
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
な

ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
慎
重
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
。

　

平
成
21
年
12
月
に
、
参
議
院
に
お
い

て
、「
公
共
事
業
に
お
け
る
公
正
な
賃

金
・
労
働
条
件
の
確
保
等
に
関
す
る
請

願
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
面

は
、
法
整
備
に
向
け
て
の
国
の
動
向
を

見
極
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

公
契
約
条
例
の
検
討
を

問

答

水
需
要
予
測
に
合
っ
た水

道
事
業
を

問答

補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

答

問

3,000

3,100

3,200

3,300

3,400

3,500

3,600

3,700

100

150

200

250

300

350

400

収支不足額 不足額
（億円）（億円）

歳出合計歳入合計歳入・歳出

3,195

267

3,462

3,208

314

3,521

3,211

345

3,556

3,236

396
3,632

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

高齢者と子ども達との交流

千葉みなとまちづくりモニターツアー

第3次拡張事業で設置した高根給水場

千葉駅西口再開発事業

答

財政健全化プランの中期財政見直し

雇用施策を紹介した「働く市民のガイドブック」



第１回 定例会のあらまし
平成22年第1回定例会が、2月22日から

3月19日までの26日間の日程で開かれま
した。

この定例会では、 平成22年度予算など
市長提出議案106件、議員提出議案21件(意
見書・決議15件)を審議しました。

千葉市下水道条例の一部改正など25件
については、賛成多数により、千葉市長の
政治倫理に関する条例の制定など99件に
ついては、 全会一致により原案どおり可
決・同意しました。

また、 平成22年度一般会計予算につい
ては、注組み替えを求める動議（共産党）、
注修正案(自民党、 公明党、 新政ちば)が提
出され、質疑、討論の後、組み替えを求め
る動議については賛成少数で否決し、修正
案が賛成多数により可決しました。

一方、千葉市外国人市民協議会設置条例
の制定については、賛成少数により否決し
ました。
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可決した主な議案
議員の報酬、政務調査費を減額

4月から平成23年4月までの間、議員報酬を
5%、政務調査費を10%減額しました。合わせ
て約4,450万円の削減見込みです。

議員の政治倫理条例を制定
市議会の信頼回復に向け、議員が権限や地位による影響力を不正に行使して、自己

や特定の者の利益を図ることがないよう措置し、市政に対する市民の信頼にこたえ、
公正で民主的な市政の発展に寄与することを目的に、議長、副議長を中心に議員一丸
となって、千葉市議会議員の政治倫理に関する条例を制定しました。

・不正の疑惑を持たれる行為をしないこと
・地位を利用して金品を授受しないこと
・市などが行う工事・請負などへの斡旋などを

しないこと
・市などの職員に不正な働きかけをしないこと
・道義的な批判を受けるおそれのある寄附を受

けないこと

条 例 の 要 旨
議員の守るべき５つの政治倫理基準

資産公開制度の拡充
・議員本人の普通預金などを公開対象に追加し

ます。

市民の調査請求権
・資産等報告書等の記載内容に疑義があるとき

や、議員が政治倫理基準に違反する疑いがある
とき、審査会が調査を行うよう請求できます。

・議員は刑法その他の刑罰法規の適用を
受ける事犯によって逮捕・起訴された
場合に、辞職しないときは、その理由
を市民に対して説明をする会を開催し
ます。

市民に対する説明会の開催

・議員が実質的に経営に携わっている法
人または配偶者、扶養親族が経営する
法人は請負契約等を辞退するよう努め
ます。また、これら法人に加え、議員
の２親等以内や同居の親族が経営する
法人と市等の間に請負契約等がなされ
たときは公表することとしました。

市などとの請負契約などに対して

新年度予算  総額7,205億9,800万円を可決 一般会計
特別会計
企業会計

3,503億
3,035億

667億

7,000万円
2,000万円

800万円

市の組織が変わりました
こどもの健全育成に関する事務を所管する

「こども未来局」を設置、花見川区と稲毛区に保
健福祉センターを設置、企画調整局を再編し総
合政策局に改め、建設局と下水道局を統合する
など組織の改正がありました。

下水道使用料が変わります
7月から下水道使用料を改定し、平均改定率

が1.9%増となり、平均的な世帯の使用料が1
か月あたり1,790円から1,815円になります。

平成22年度一般会計予算を修正可決
予算の概要

平成22年度予算は、財政再建という最重要課題に取り組むとともに、真に必要な事業に重
点的に予算を配分し、市民サービスの低下を極力抑えた結果、前年度と比較して4.6%増の総
額3,503億7,000万円となりました。なお、増額した主な理由は生活保護や中小企業金融対策
などによります。

新規・拡充した主な事業
●市税事務所を設置（10月）

●子ども医療費助成対象を拡大　　　　　　
（10月から中学校修了までの入院を対象）

●地域周産期母子医療体制の充実

●児童扶養手当の支給対象を拡大　　　
（8月から父子家庭も対象）

見直した主な事業
●青色防犯パトロールの休止
●難病疾患見舞金支給額の縮小（H23廃止）
●ひとり親家庭等高校就学扶助の廃止
●私立幼稚園の保育料補助金の削減

（対前年度削減額）
……………………………………………………………△5,700万円

………………………………………△2億3,568万円
……………………………………………△1億3,430万円

………………………………………………△1億2,472万円

平成22年度一般会計予算の修正内容
区　分 これまで 市長案 修正案

行政事務委託料 世帯当たり
400円

世帯当たり
300円

世帯当たり
400円

敬老会開催補助 70歳以上
1人当たり 830円

75歳以上
1人当たり 500円

75歳以上
1人当たり 650円

はり・きゅう・マッサージ
施設利用助成事業費

65歳以上
年間24枚

本人所得200万円未満
65歳以上年間6枚

本人所得200万円未満
65歳以上年間10枚

「科学の都」に関する経費をシティセールス推進経費から地域産業支援事業費へ変更
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この市議会だよりは100％再生紙を使用しています

ちば市議会だより

　

よ
り
よ
い
紙
面
作
り
の
た
め
、
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先  

議
会
事
務
局
調
査
課

☎
０
４
３（
２
４
５
）５
４
７
２

傍聴のご案内
本会議、常任委員会、特別委員会は原則公開していますので、どなたでも

傍聴できます。
第1回定例会では592人の方々が傍聴に訪れました。
次の第2回定例会は6月8日㈫に開会する予定です。
受付は、原則として会議開催の30分前から議会棟1階の傍聴受付カウンター

で行います。定員は本会議92名（先着順）、委員会6 〜 10名（受付開始時点で
定員を超えている場合は抽選）です。

詳しくは、議事課（043－245－5468）まで。

市の組織改正に合わせて、常任委員会の名称、委員
定数などを改正しました。

常任委員会が変わりました

常任委員会

委員会審査・調査から 可決した意見書・決議

3月9日に開かれ、市長提出議案72件、議員提
出議案２件、請願６件、陳情１件を審査しました。

その結果、すべての市長提出議案は可決とな
り、議員提出議案は1件が否決、1件が継続審
査となりました。

議員提出議案として15件の意見書・決議
を審議し、可決しました。可決した意見書・
決議は、国会および関係行政機関に提出しま
した。ホームページに全文を掲載しています。

採択送付

請願・陳情の結果

●猫への迷惑な餌やりを禁止する市条例の
制定又は千葉市動物の愛護及び管理に関
する条例の改正を求める陳情

保健下水委員会

●こども医療費無料制度にかかる通院医療
費の助成拡充についての請願

●こども医療費無料制度にかかる窓口自己
負担金完全無料化についての請願

●妊婦歯科健診の拡充を求める請願

●国民健康保険料の引き上げ中止を求める
請願

保健下水委員会

●千葉市議会の傍聴制度についての請願　
（ 請願第５号）

●千葉市議会の傍聴制度についての陳情　
（ 陳情第２号）

議会運営委員会

●千葉市議会の傍聴制度についての請願　
（ 請願第６号）

議会運営委員会

不採択

問

答

市長の政治倫理条例について
条例の制定により、前市長のような事件が
発生しない抑止になるのか。また、市民の
調査請求権を有権者50人以上にした理由は。
市長が影響力を不正に行使して、自己や特
定の者の利益を図ることがないよう必要な
措置を定めており、抑止効果は十分あると
考える。また、請求権の乱用を抑えつつ、
請求者の負担も考慮したもので、先進市も
参考に 50人以上とした。

＜その他の審査内容＞
防災無線の改修理由、こども未来局の設置効果、
文化芸術振興予算の削減理由など

総務委員会（議案 23 件）

千葉港整備事業負担金の軽減について
国の直轄事業見直しの流れの中で、県事業
についての市の負担金割合は、見直しの対
象にはならないのか。
負担金の軽減については、千葉港を構成す
る 6市、および港湾を持つ県内市町村と歩調
を合わせて、その減額に向けて取り組みた
いと考えるが、県の財政状況を勘案すると、
今のところ非常に厳しいという状況である。

＜その他の審査内容＞
農業集落排水の接続率向上への取り組み、発生
土処分場変更の経緯、第２次学校適正配置の取
り組み状況など

経済教育委員会（議案13件、所管事務調査1件）

問

答

Ｊ２降格による影響について
ジェフ千葉がＪ２に降格したことで、蘇我球
技場の指定管理委託料などに影響があるのか。
観客数が減少することによる利用料金収入
の減に伴う調整額、約1,127万円を委託料
に加算する。また、命名権（ネーミングラ
イツ）では、1億円から 4,000万円減の 6,000
万円になった。

＜その他の審査内容＞
JR 幕張駅エレベーター設置工事が遅れた理由、
救急業務検討委員会の審議内容、総合交通政策
会議と総合交通ビジョンとの関係など

都市消防委員会 ( 議案 8 件 )

問

答

保健福祉センターの今後の課題について
全区に保健福祉センターが設置されたが、
運営する上での今後の課題は。
センターを設置した目的は、各区で保健と
福祉のサービスを一体的に提供していくこ
とである。今後、精神保健福祉や難病など
に関しても適切に対応していく必要があり、
市立病院やこころの健康センターなどと連
携を図り、機能の充実に努力していきたい。

＜その他の審査内容＞
下水道使用料の料金設定の考え方、保健セン
ター跡施設の活用予定、こども未来局の所管事
務および従来との相違点など

保健下水委員会 (議案26件、請願4件、陳情1件 )

問

答

外房有料道路の障害者割引の対象追加について
肝機能障害者は外見上判断できないが、通
行時に障害者割引を受けるために必要な条
件は何か。また、ETC利用者への対応はど
うなのか。
障害者手帳を掲示し、指定された車で通行
することで割引になる。また、ETC では車
載器および ETC カードに割引の機能を付け
ているので、事前に登録すれば自動的に半
額で請求されるシステムになっている。

＜その他の審査内容＞
道路直轄事業負担金の支払い根拠、廃棄物処理
施設設置等審議会の委員構成、今後の公害問題
への対策など

環境建設委員会 (議案8件 )

問

答

千葉市議会ホームページでは、会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載しています。 http://www.city.chiba.jp/shigikai/top.html

総　　務 (11人 )
保健下水 (11人 )
環境建設 (10人 )
経済教育 (11人 )
都市消防 (11人 ) ➡

総　　務 (11人 )
保健消防 (11人 )
環境経済 (10人 )
教育未来 (11人 )
都市建設 (11人 )

平成22年度一般会計および特別会計予算議
案を審査するため、3月3日に全議員で構成す
る予算審査特別委員会（2分科会）を設置し、分
科会では、約39時間（計3日間）にわたり慎重に
審査しました。

3月18日の予算審査特別委員会では、2分科
会の審査概要について報告が行われた後、自民
党、共産党から組み替え動議、公明党から修正
動議が提出され、採決の結果、各会派案および
市長案（一般会計）は否決されました。

委員長 近藤千鶴子　　副委員長 宇留間又衛門
予算審査特別委員会

●「ヒロシマ・ナガサキ議定書」の核不拡散条約
(NPT) 再検討会議での採択に向けた取り組みを
求める意見書

● UR 賃貸住宅の居住者の居住が安定するよう求
める意見書

●子供の読書活動を推進するための予算確保を求
める意見書

●政治資金規正法の制裁強化を求める意見書

●子ども手当財源の地方負担に反対する意見書

●改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書

●介護保険制度の抜本的な基盤整備を求める意見書

●千葉市への県支出金を他自治体と同じ補助率に
するよう求める意見書

●生産性の高い競争力に富んだ農家の育成を求め
る意見書

●幼児教育の無償化と保育サービスの充実を求め
る意見書

●新成長戦略に関する早期の工程表の作成及び今
後の政策を推進する上での財政展望の明示を求
める意見書

●生活保護にかかわる国庫負担の増額を求める意
見書

●教員免許更新制の存続を求める意見書

●国家公務員制度改革に準じた地方公務員制度の
改革を求める意見書

●小沢一郎民主党幹事長の政治資金疑惑徹底究明
を求める決議

市職員の給与・退職手当を削減
厳しい財政状況を踏まえ、一般職の職員など

の給与などを減額しました。
給料（H22.4.1 ～ H23.9.30）

局部長級　　△９％
課長級　　　△７％
課長補佐級　△５％

係長級以下　△３％
（若年層は△１％）

退職手当（公布の日～ H23.3.31）
課長補佐級以上　△３％
係長級以下　　　△２％

注　組み替え：提出された予算案を作り直して再提出することを市長に対して求めること（予算組み替え動議）
　　修正案：提出された予算案の個別項目に対して具体的に修正することを提案すること（予算修正動議）

花見川保健福祉センター

稲毛保健福祉センター
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